
                           

昭
和
八
、
九
年
ご
ろ
か
ら
日
支
事
変
が
激
し
さ
を
増
す
に
つ
れ 

物
資
が
不
足
し
、
個
人
で
仕
入
れ
す
る
よ
り
も
団
体
で
仕
入
れ
る 

方
が
有
利
で
あ
り
、
米
・
大
豆
・
バ
ラ
カ
ス
な
ど
の
共
同
仕
入
れ 

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
が
共
進
組
合
の
発
足
で
あ
る
。 

 

市
来
政
興
氏
が
中
心
に
な
っ
て
、
住
民
の
日
常
生
活
に
不
自
由 

さ
せ
な
い
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
現
在
の
徳
田
酒
造
ビ
ル
の
一
部 

と
町
田
石
油
の
敷
地
に
あ
っ
た
尾
辻
藤
助
氏
の
「
ユ
ン
ヌ
ミ
シ
」 

の
倉
庫
を
借
り
て
事
務
所
を
置
き
営
業
を
始
め
た
。 

 

当
時
の
組
合
員
は
尾
辻
藤
助
氏
・
前
田
喜
恕
氏
・
肥
後
徳
仁 

氏
・
弘
野
中
吉
氏
・
佐
久
川
氏
・
古
波
倉
正
弘
氏
・
秋
葉
泉
川 

氏
・
大
坪
政
熊
氏
・
喜
美
留
の
喜
利
徳
氏
で
、
当
時
の
和
泊
商
店 

街
の
見
取
り
図
は
別
記
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。 

 

終
戦
後
間
も
な
く
尾
辻
氏
が
亡
く
な
り
、
事
務
所
を
市
来
氏
の 

店
（
現
在
大
坪
や
え
商
店
敷
地
）
に
移
し
、
米
な
ど
の
殻
物
類
を 

扱
っ
た
。
当
時
米
は
専
売
品
で
は
な
く
、
誰
で
も
扱
う
こ
と
が
で 

き
た
。
運
営
費
は
共
同
仕
入
れ
の
手
数
料
で
ま
か
な
っ
た
。 

 

昭
和
十
年
ご
ろ
和
泊
村
商
業
組
合
が
で
き
、
事
務
所
を
前
田
喜 

恕
商
店
（
現
在
の
鹿
児
島
銀
行
敷
地
）
に
置
い
た
。
そ
の
後
ま
す 

ま
す
戦
時
色
が
強
く
な
り
、
政
府
の
指
導
で
昭
和
十
六
年
ご
ろ
生 

活
必
需
品
統
制
組
合
が
発
足
し
た
。
共
進
会
・
商
業
組
合
・
生
活 

 

第
八
節 

商 

業 

一
、
和
泊
町
商
業
会
の
移
り
変
わ
り 

 

昭
和
三
十
五
年
十
月
に
商
工
会
法
が
制
定
さ
れ
、
同
三
十
六
年 

三
月
三
日
に
和
泊
町
商
工
会
が
認
定
さ
れ
た
。 

 

昭
和
三
年
ご
ろ
、
こ
れ
と
い
っ
た
遊
び
の
な
か
っ
た
時
代
、
和 

泊
尋
常
高
等
小
学
校
の
玉
江
校
長
先
生
の
提
案
で
、
小
学
校
の
職 

員
と
商
店
街
の
店
主
店
員
が
和
泊
小
学
校
校
庭
（
現
役
場
庁
庭
） 

に
お
い
て
、
対
抗
野
球
大
会
を
催
し
た
の
に
端
を
発
し
、
市
来
政 

興
氏
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
毎
年
一
回
十
五
夜
に
催
し
を
行
っ 

た
。 

 
和
泊
本
通
り
に
お
い
て
綱
引
き
大
会
を
催
し
盛
況
だ
っ
た
こ
と 

を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
し
て
遊
び
だ
け
で
な
く
夜
は
親
睦
会
を
開 

き
、
商
店
街
発
展
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
を
持
た
れ
る
よ 

う
に
な
っ
た
。 

      

必
需
品
統
制
組
合
と
名
称
は
変
わ
っ
た
が
、
通
り
会
的
な
活
動
は 

変
わ
ら
ず
、
取
り
扱
い
商
品
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
事
務
所
を
秋 

葉
商
店
の
倉
庫
（
現
在
の
福
助
商
店
敷
地
）
へ
移
し
た
。
当
時
は 

す
で
に
切
符
制
時
代
に
入
り
、
衣
料
品
を
始
め
日
常
品
等
に
不
自 

由
を
来
し
て
い
た
。 

 

大
島
郡
の
連
合
会
長
は
久
井
喜
美
悦
氏
で
笠
井
純
一
氏
は
県
の 

郡
出
張
所
長
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
激
化
に
伴
い
食
糧
事
情
が
悪
く 

な
り
、
米
は
許
可
制
と
な
っ
て
食
糧
営
団
が
生
ま
れ
郡
の
初
代
所 

長
に
笠
井
純
一
氏
が
就
任
し
た
。
和
泊
で
は
肥
後
商
店
、
手
々
知 

名
で
は
大
坪
商
店
が
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
食
糧
営
団
は
戦 

後
自
然
消
滅
し
た
。 

 

昭
和
二
十
三
年
ご
ろ
こ
れ
ま
で
組
合
を
指
導
し
て
来
た
市
来
政 

興
氏
が
も
と
に
な
っ
て
、
通
り
会
を
復
活
さ
せ
春
秋
二
回
慰
安
会 

を
開
き
、
高
千
穂
神
社
ま
で
仮
装
行
列
を
し
た
り
高
千
穂
神
社
や 

金
比
羅
神
社
で
相
撲
大
会
を
行
っ
た
。
通
り
会
の
活
動
は
二
十
四 

年
か
ら
三
十
五
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。 

 

昭
和
三
十
五
年
六
月
商
工
会
の
法
制
化
に
伴
い
、
笠
井
氏
か
ら 

商
工
会
を
早
く
発
足
さ
せ
た
ら
指
導
員
の
派
遣
や
県
か
ら
の
助
成 

金
も
あ
り
、
他
町
村
に
先
が
け
て
設
立
し
た
方
が
よ
い
と
の
ア
ド 

バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
前
田
精
造
氏
・
大
坪
政
照
氏
が
中
心 
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と
な
っ
て
定
款
を
作
成
し
設
立
準
備
に
と
り
か
か
っ
た
。 

 
三
十
六
年
二
月
、
山
田
三
十
茂
・
大
坪
盛
仁
両
氏
が
県
庁
に
申 

請
に
行
き
、
三
十
六
年
三
月
三
日
認
可
さ
れ
四
月
一
日
設
立
総
会 

が
開
か
れ
た
。
そ
し
て
山
田
三
十
茂
氏
が
初
代
会
長
で
大
坪
政 

照
・
前
田
精
造
両
氏
が
副
会
長
に
な
っ
た
。
そ
の
後
会
員
一
致
協 

力
、
和
の
精
神
で
各
々
の
分
野
に
励
み
、
県
下
で
も
優
秀
な
商
工 

会
に
成
長
発
展
し
た
。 

二 

商
工
会
と
農
協
の
関
係
に
つ
い
て 

 

農
協
発
展
の
た
め
に
永
い
間
貢
献
し
た
平
新
利
農
協
長
が
引
退 

し
て
、
現
在
速
水
朝
重
氏
が
農
協
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
当
初 

は
産
業
組
合
と
称
し
伊
集
院
周
国
氏
が
組
合
長
で
あ
っ
た
。
大
島 

郡
は
明
治
に
入
っ
て
苛
酷

か
こ
く

な
薩
摩
藩
の
黒
糖
支
配
か
ら
自
由
に 

な
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
今
度
は
本
土
の
商
人
た
ち
の
支
配
を
受 

け
苦
し
め
ら
れ
た
。 

 

明
治
三
十
七
年
九
月
島
司
（
現
在
の
支
庁
長
）
福
山
宏
氏
が
、 

黒
糖
の
取
り
引
き
方
法
を
改
善
す
る
た
め
、
黒
糖
の
協
同
販
売
を 

計
画
し
た
。
島
司
を
引
き
継
い
だ
富
田
長
則
氏
は
明
治
三
十
八
年 

一
村
一
組
の
産
業
組
合
を
作
る
こ
と
を
強
力
に
指
導
し
た
。
当
時 

      

ネ
氏
を
始
め
と
し
優
秀
な
婦
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。
周
国
氏
は
偉 

大
な
指
導
者
で
、
販
売
や
購
買
に
対
し
常
に
商
工
会
と
競
争
し
て 

い
た
。
場
所
は
や
は
り
現
在
地
で
あ
っ
た
。 

 

商
工
会
は
市
来
政
興
氏
の
も
と
に
大
坪
政
熊
氏
・
前
田
喜
恕 

氏
・
尾
辻
藤
助
氏
・
市
来
武
夫
氏
・
市
来
政
仲
氏
・
市
来
徹
生 

氏
・
福
元
二
郎
氏
・
中
村
宏
氏
・
弘
野
中
吉
氏
・
古
波
倉
正
弘 

氏
・
佐
久
川
氏
・
田
崎
三
良
氏
等
か
お
り
、
ゆ
り
関
係
で
は
前
久 

茂
氏
・
大
里
宮
元
氏
・
川
畑
業
忠
氏
・
陽
兼
生
氏
・
福
山
清
定 

氏
・
伊
地
知
季
蔵
氏
・
永
吉
池
治
氏
・
東
忠
人
氏
・
名
島
中
治
氏 

ら
が
業
者
に
な
っ
て
い
た
。 

 

当
時
は
現
金
に
困
り
品
物
を
買
う
際
、
農
協
で
は
現
金
、
商
店 

で
は
砂
糖
・
ゆ
り
代
金
で
と
当
座
売
り
が
な
さ
れ
た
。
昭
和
六
年 

ご
ろ
の
物
価
は
米
一
キ
ロ
十
一
銭
・
ソ
ー
メ
ン
百
匁
四
銭
で
あ
っ 

た
。
黒
砂
糖
飴
が
一
銭
で
六
個
買
え
た
。
ま
た
当
座
買
い
に
は
現 

金
買
い
よ
り
五
厘
上
げ
て
利
息
分
に
見
合
わ
せ
た
が
実
行
は
む
ず 

か
し
か
っ
た
。 

 

農
協
は
特
に
購
買
事
業
に
力
を
入
れ
次
第
に
大
き
く
な
り
、
鉄 

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
で
一
階
は
倉
庫
、
二
階
は
会
議
室
な
ら
び
に 

催
し
場
と
な
り
、
婦
人
部
貯
畜
会
を
作
る
な
ど
ま
す
ま
す
発
展
し 

た
。 

の
島
の
人
た
ち
は
借
金
が
多
く
組
合
に
加
入
す
る
人
は
尐
な
か
っ 

た
が
、
役
場
に
勤
め
て
い
た
周
国
氏
は
農
家
の
利
益
の
た
め
に
ど 

う
し
て
も
組
合
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
各
農
家
を
ま
わ 

り
、
組
合
設
立
の
必
要
を
説
い
て
歩
い
た
。
彼
の
情
熱
が
実
を
結 

び
明
治
四
十
年
七
月
、
産
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。 

 

組
合
を
通
し
て
農
家
の
生
活
も
だ
ん
だ
ん
良
く
な
り
加
入
者
も 

ふ
え
て
き
た
。
周
国
氏
の
努
力
が
認
め
ら
れ
明
治
四
十
年
に
二
十 

五
歳
の
若
さ
で
主
任
書
記
と
な
り
、
支
部
長
（
今
の
農
協
長
）
を 

兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
砂
糖
の
積
み
出
し
に
は
荷 

車
・
馬
車
・
ヒ
カ
シ
ヤ
マ
を
使
っ
た
が
、
道
路
は
悪
い
上
に
せ
ま 

く
、
砂
糖
小
屋
（
サ
タ
ヤ
）
か
ら
和
泊
の
店
ま
で
運
ぶ
の
は
一
日 

仕
事
で
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
砂
糖
積
み
出
し
の
労 

力
と
暇
を
尐
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、
道
路
を
整
え
る
こ
と
と 

港
を
ふ
や
す
こ
と
を
考
え
、
製
糖
期
に
は
和
泊
港
だ
け
で
な
く
伊 

延
港
・
与
和
港
・
内
喜
名
港
に
そ
れ
ぞ
れ
砂
糖
倉
庫
を
造
り
、
四 

つ
の
港
に
寄
港
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。
今
で
も
与
和
の
浜
・ 

内
喜
名
の
浜
に
黒
糖
を
集
荷
し
た
倉
庫
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。 

 

周
国
氏
は
、
困
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
貯
金
が
大
事
だ
と
貯
蓄
の 

奨
励
を
し
た
。
ま
た
全
国
で
始
め
て
婦
人
部
を
つ
く
り
婦
人
消
防 

団
を
結
成
し
て
防
災
意
識
を
高
め
た
。
婦
人
部
長
に
は
伊
集
院
カ 

       

伊
集
院
氏
は
昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
九
日
に
組
合
長
を
辞
め 

る
ま
で
の
三
十
九
年
間
、
農
協
の
た
め
に
頑
張
っ
た
人
で
あ
る
。 

次
に
永
吉
実
定
氏
が
組
合
長
に
な
り
、
そ
の
後
島
義
智
氏
に
変 

わ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
農
協
は
貯
金
も
な
く
本
当
に
大
変
な
時
代 

で
あ
り
、
山
田
三
十
茂
氏
の
応
援
を
得
て
苦
難
を
乗
り
切
っ
た
。 

 

町
が
良
く
な
る
た
め
に
は
役
場
・
農
協
・
商
工
会
が
協
力
し
お 

互
い
に
切
磋
琢
磨

せ
つ
さ
た
く
ま

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。 

 

知
名
の
Ａ
コ
ー
プ
に
次
い
で
六
十
年
五
月
三
日
に
和
泊
Ａ
コ
ー 

プ
が
オ
ー
プ
ン
、
新
装
の
店
舗
で
商
品
も
そ
ろ
い
町
民
が
喜
ん
で 

い
る
。 

三 

鹿
児
島
出
身
の
商
人 

 

薩
摩
藩
の
支
配
下
時
代
は
砂
糖
取
り
引
き
の
た
め
に
御
用
商
人 

が
来
島
し
、
砂
糖
と
日
常
生
活
用
品
と
の
交
換
を
し
て
い
た
。
記 

憶
は
定
か
で
は
な
い
が
大
正
末
期
か
ら
島
で
活
躍
し
た
鹿
児
島
商 

人
を
紹
介
し
て
み
た
い
。 

 

(１)
尾
辻
藤
助
氏 

叔
父
の
山
田
伊
八
氏
が
鹿
児
島
で
商
売
を
し 

て
お
り
、
そ
の
支
店
長
と
し
て
沖
永
良
部
に
来
た
。
当
時
一
番
大 

き
か
っ
た
店
で
「
ユ
ン
ヌ
ミ
シ
」
と
い
い
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
。 

688 689 



現
在
の
町
田
石
油
と
徳
田
酒
造
ビ
ル
の
敷
地
の
一
部
に
店
が
あ
っ 

た
。
藤
助
氏
の
父
は
鹿
児
島
の
人
で
母
は
大
里
宮
吉
氏
の
お
ば
あ 

さ
ん
に
あ
た
る
人
で
あ
る
。
砂
糖
と
雑
貨
を
扱
い
、
人
望
家
で
私 

設
の
消
防
団
を
作
り
初
代
消
防
団
長
と
な
っ
て
尽
く
し
た
。
そ
の 

店
の
番
頭
が
大
坪
政
熊
氏
・
嶺
本
郁
三
氏
（
古
里
）、
ま
だ
ほ
か 

に
も
い
た
と
思
う
。
世
界
大
戦
が
始
ま
り
砂
糖
相
場
の
変
動
が
激 

し
く
失
敗
し
て
引
き
あ
げ
た
。 

 

(２)
川
村
大
吉
氏 

多
喜
屋
の
屋
号
で
現
在
の
前
田
呉
服
店
の
屋 

敷
で
店
を
経
営
し
て
い
た
。
ユ
ン
ヌ
ミ
シ
と
一
、
二
位
を
争
う
多 

額
納
税
者
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
勤
め
て
い
た
店
員
と
し
て
藤
武
安 

秀
氏
・
市
来
武
夫
氏
・
池
田
内
義
氏
ら
が
い
る
。
藤
武
氏
の
話
に 

よ
れ
ば
当
時
見
習
い
で
五
円
、
二
十
歳
代
で
十
円
だ
っ
た
そ
う
で 

あ
る
。
物
価
は
石
油
一
合
四
銭
・
油
一
合
四
銭
・
酒
一
合
（
沖
縄 

泡
盛
）
十
五
銭
・
大
豆
一
升
二
十
銭
・
米
一
升
二
十
五
銭
・
粟
一 

升
二
十
銭
・
塩
一
升
四
銭
～
五
銭
・
ナ
フ
ト
ル
生
地
の
反
物
一
尺 

七
銭
で
あ
っ
た
。
川
村
商
店
も
砂
糖
の
値
く
ず
れ
で
損
を
し
て
引 

き
揚
げ
た
。 

 

(３)
迫
十
次
郎
氏 

屋
号
は
十
次
郎
店
で
そ
の
親
す
き
で
あ
る
前 

田
喜
恕
氏
が
番
頭
を
し
て
い
た
。
十
次
郎
氏
の
長
男
は
現
在
七
十 

歳
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
で
扇
屋
と
い
う
大
き
な
商
売
を
し 

       

(３)
古
波
倉
商
店 

大
き
な
店
で
沖
縄
航
路
の
切
符
を
取
り
扱
っ 

て
い
た
。
当
時
は
木
造
の
十
四
、
五
ト
ン
の
船
で
あ
っ
た
。
沖
縄 

泡
盛
や
キ
ザ
ミ
タ
バ
コ
の
販
売
を
し
た
り
精
米
所
も
し
て
い
た
。 

 

古
波
倉
氏
は
も
と
も
と
首
里
の
酒
造
屋
で
大
正
の
末
期
沖
永
良 

部
に
来
た
。
店
は
現
在
の
竹
之
下
土
産
店
か
ら
森
土
産
店
ま
で
使 

い
、
現
在
の
重
信
商
店
・
東
洋
タ
ク
シ
ー
の
敷
地
に
大
山
旅
館
が 

あ
っ
た
が
、
や
め
た
の
で
そ
こ
ま
で
借
り
て
商
売
を
し
て
い
た
。 

 

(４)
永
山
盛
吉
氏 

盛
吉
氏
の
父
で
あ
る
盛
源
氏
は
、
ヤ
ン
バ
ル 

船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
沖
縄
か
ら
薪
な
ど
を
運
ん
で
来
て
商
売
を 

し
て
い
た
が
、
沖
永
良
部
は
良
い
所
だ
と
い
う
こ
と
で
昭
和
七
年 

家
族
を
よ
ん
だ
。
子
の
盛
吉
氏
は
現
在
の
鹿
銀
の
真
向
か
い
に
工 

場
を
兼
ね
た
店
を
開
き
、
和
泊
で
始
め
て
パ
ン
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
の 

製
造
を
始
め
た
。
当
時
の
姓
は
慶
佐
次
で
あ
っ
た
。
父
の
盛
源
氏 

は
農
作
業
も
得
意
で
現
在
の
い
こ
い
の
家
辺
り
で
、
当
時
と
し
て 

は
珍
し
い
ス
イ
カ
を
作
っ
た
り
し
て
い
た
。 

五 

沖
永
良
部
出
身
の
商
人 

 

(１)
前
田
喜
恕
氏 

島
の
出
身
で
商
売
を
営
ん
だ
最
初
の
人
で
あ 

る
。
明
治
二
十
四
年
生
ま
れ
で
若
い
こ
ろ
迫
十
次
郎
氏
の
番
頭
を 

て
い
る
。 

 

(４)
菊
屋
宗
次
郎
氏 

砂
糖
や
反
物
を
手
広
く
扱
い
、
現
在
の
秋 

葉
ミ
ヨ
先
生
の
屋
敷
に
ミ
ー
シ
ャ
と
い
う
屋
号
で
経
営
し
て
い 

た
。
島
出
身
の
番
頭
は
秋
葉
泉
川
氏
・
市
来
武
雄
氏
・
川
畑
業
忠 

氏
が
つ
と
め
、
菊
屋
氏
が
引
き
揚
げ
た
後
に
秋
葉
泉
川
氏
が
屋
号 

を
引
き
つ
い
で
店
を
開
い
た
。 

 

(５)
山
口
喜
仁
ヱ
門
氏 

先
に
列
挙
し
た
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に 

店
を
持
っ
て
い
た
。 

 

(６)
丸
野
金
之
進 

屋
号
は
キ
ヌ
シ
ン
ヤ
で
現
在
の
福
元
金
物
店 

の
敷
地
で
雑
貨
商
を
経
営
し
て
い
た
。
昭
和
十
三
年
三
月
郷
里
の 

川
辺
郡
笠
沙
町
に
引
き
揚
げ
た
。 

四 

沖
縄
出
身
の
商
人 

 

鹿
児
島
商
人
が
引
き
揚
げ
た
後
、
マ
ー
ラ
ン
船
で
行
き
来
し
て 

い
た
沖
縄
の
人
が
そ
の
ま
ま
住
み
つ
い
て
島
で
店
を
開
い
た
。 

 
(１)
田
崎
三
良
氏 

昭
和
六
、
七
年
ご
ろ
開
店
。
沖
縄
の
焼
酎
・ 

砂
糖
樽
用
の
ク
リ
木
・
ホ
ー
ラ
イ
米
（
ト
ウ
グ
ミ
と
か
台
湾
米
） 

を
扱
い
、
敷
地
は
現
在
の
東
書
店
の
所
で
あ
っ
た
。 

 

(２)
佐
久
川
商
店 

田
崎
三
良
氏
と
同
じ
商
売
。 

      

し
、
ま
た
桜
島
あ
た
り
で
行
商
を
し
た
り
し
て
、
大
正
四
年
ご
ろ 

前
田
商
店
を
創
業
し
た
。
な
ん
で
も
屋
で
繁
盛
し
黒
糖
六
千
丁
も 

取
り
扱
い
、
農
協
の
八
千
丁
に
次
い
で
多
か
っ
た
。
番
頭
は
常
時 

四
、
五
人
は
い
て
、
現
在
の
鹿
銀
の
敷
地
で
商
売
を
始
め
い
ま
の 

場
所
に
移
っ
た
の
は
昭
和
十
六
年
ご
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

(２)
大
坪
政
熊
氏 

尾
辻
商
店
の
番
頭
を
つ
と
め
た
後
、
現
在
の 

手
々
知
名
の
場
所
で
独
立
し
た
。
黒
砂
糖
も
五
千
丁
ぐ
ら
い
扱
い 

和
泊
商
店
街
で
は
ヘ
ー
（
南
）
の
キ
ゾ
屋
、
ニ
シ
（
北
）
の
政
熊 

屋
と
並
び
称
さ
れ
て
い
た
。 

 

(３)
市
来
政
興
氏 

商
工
会
の
前
身
で
あ
る
通
り
会
・
共
進
組 

合
・
生
活
必
需
品
組
合
・
商
業
組
合
の
会
長
を
つ
と
め
指
導
者
で 

あ
っ
た
。
市
来
氏
は
現
在
の
信
用
金
庫
の
敷
地
に
あ
っ
た
鹿
児
島 

の
三
島
と
い
う
店
の
番
頭
を
し
て
い
た
が
、
主
人
が
引
き
揚
げ
た 

の
で
そ
の
ま
ま
商
売
を
続
け
た
。
ま
た
町
会
議
員
や
議
長
も
つ
と 

め
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
勲
五
等
を
授
与
さ
れ
た
。 
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